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一
般
会
計
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
に
対
す
る
質
疑
応
答
の
内
容
を
、

要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
平
田
村
出
資
法
人
の
経
営

状
況
報
告

質
　
　
疑

質
　
　
疑

質
　
　
疑

　

指
定
管
理
者
制
度
に
お
け
る
村
の
管
理
・

監
督
責
任
の
観
点
か
ら
、
次
の
こ
と
を
問
う
。

◎
株
式
会
社
道
の
駅
ひ
ら
た

①　

赤
字
原
因
と
令
和
８
年
度
へ
の
反
映
は
。

②　

約
１
．
０
０
０
万
円
増
収
の
根
拠
は
。

③　

人
件
費
を
ど
う
見
直
し
た
か
。

④　

赤
字
が
残
る
経
営
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

⑤　

売
上
目
標
と
黒
字
化
を
達
成
で
き
る
見

　

通
し
か
。

◎
一
般
財
団
法
人
平
田
村
産
業
振
興
公
社

①　

赤
字
の
原
因
を
ど
う
分
析
す
る
か
。

②　

赤
字
を
踏
ま
え
、
ど
う
改
善
し
て
い
る

　

村
が
資
本
金
等
の
２
分
の
１
以
上
を
出
資

し
て
い
る
「
㈱
道
の
駅
ひ
ら
た
」「
一
般
財
団

法
人　

平
田
村
産
業
振
興
公
社
」
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

令
和
７
年
度
平
田
村
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

　

予
算
が
適
正
に
使
わ
れ
た
か
を
確
認
し
、

認
定
す
る
も
の
。

三
本
松
和
美
議
員

問

　
道
の
駅
ひ
ら
た
・
産
業
振
興
公
社
の
赤
字

分
析
と
改
善
策
は
、関
根
議
員
へ
の
答
弁
（
５

ペ
ー
ジ
）
や
常
任
委
員
会
で
説
明
済
み
。
報

告
第
６
号
は
決
算
報
告
で
採
決
を
要
せ
ず
、

第
三
セ
ク
タ
ー
や
公
社
の
事
務
は
質
問
の
対

象
外
。

総
務
課
長

答　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
は
議
会
へ
の
報
告

対
象
だ
が
、
個
々
の
経
営
判
断
は
議
決
事
項

で
は
な
い
た
め
、
答
弁
は
控
え
る
。

総
務
課
長

答　
第
三
セ
ク
タ
ー
や
公
社
の
事
務
は
質
問
対

総
務
課
長

答

　
指
定
管
理
料
の
修
繕
費
算
定
で
は
、「
１
件

に
つ
き
30
万
円
ま
で
」
の
軽
微
な
修
繕
は
指

定
管
理
者
、
そ
れ
以
外
は
村
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

　
あ
じ
さ
い
園
支
障
木
伐
採
及
び
植
栽
は
、

委
託
料
で
は
あ
る
が
、
昨
年
度
は
、
国
有
林

が
伐
採
と
な
り
、
村
所
有
地
の
支
障
木
伐
採

と
国
有
林
境
界
の
植
栽
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
」
を
活
用
し
、
村
事

業
と
し
て
行
っ
た
。

産
業
建
設
課
長

答 ◎
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
事
業
・
森
林
環
境

譲
与
税
基
金

　

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
電
子
化
し
た
場
合
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
持
た
な
い

高
齢
者
世
帯
へ
の
対
応
は
。

高
橋
七
重
議
員

問

　

か
。

③　

今
後
の
公
社
運
営
と
村
の
財
政
負
担
を

　

ど
う
考
え
る
か
。

　

村
に
は
管
理
・
監
督
責
任
が
あ
り
、
村
長

は
道
の
駅
ひ
ら
た
の
社
長
と
し
て
経
営
状
況

と
対
策
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
答
弁
す
べ

き
。

三
本
松
和
美
議
員

再
問

　

一
般
質
問
で
関
根
議
員
へ
の
答
弁
で
は
、

駐
車
場
の
狭
さ
、
人
件
費
増
、
手
数
料
率
な

ど
を
赤
字
要
因
と
し
て
説
明
し
て
い
た
が
、

そ
れ
で
よ
い
の
か
。

三
本
松
和
美
議
員

再
々
問

第
三
セ
ク
タ
ー
と
は
…

　

国
や
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
が
出
資

し
て
設
立
し
た
組
織
の
こ
と
で
す
。

　

あ
じ
さ
い
園
伐
採
95
万
７
千
円
、
あ
じ
さ

い
園
植
栽
49
万
５
千
円
、
お
に
ぎ
り
広
場
ト

イ
レ
修
繕
67
万
２
千
円
、
こ
れ
ら
は
公
社
が

支
出
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

高
橋
七
重
議
員

問

　

こ
の
基
金
は
、
森
林
整
備
を
担
う
人
材
の

確
保
や
育
成
、
学
び
や
実
習
、
技
術
・
知
識

を
身
に
つ
け
る
事
業
に
使
用
で
き
な
い
の
か
。

さ
ら
に
は
、
草
刈
り
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

購
入
し
、
そ
れ
を
村
の
作
業
員
が
使
用
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

高
橋
七
重
議
員

再
問

　
現
場
を
担
う
林
業
従
事
者
の
確
保
と
技
術

の
継
承
の
た
め
、
技
術
研
修
や
資
格
取
得
、

安
全
講
習
へ
の
支
援
な
ど
、
関
係
団
体
と
連

携
し
て
い
く
。
ま
た
、
機
材
の
購
入
は
補
助

対
象
。

産
業
建
設
課
長

答◎
令
和
９
年
度
か
ら
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
廃
止

象
外
の
た
め
、
答
弁
を
控
え
る
。
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世
帯
を
分
離
し
て
い
る
数
は
把
握
し
て
い

な
い
た
め
、
対
応
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

健
康
福
祉
課
長

答

　
育
児
休
暇
の
期
間
は
異
な
る
が
、
男
女
共

１
０
０
％
取
得
し
て
い
る
。
男
性
職
員
は
育

児
休
暇
明
け
に
は
必
ず
総
務
課
長
面
談
を
行

う
。
振
り
返
り
の
コ
メ
ン
ト
で
、
こ
の
休
暇

制
度
が
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
、
職
員
が
不
在
に
な
る
こ
と
で
、
残
る

職
員
へ
の
負
担
が
増
え
て
い
る
状
況
。
配
置

転
換
に
つ
い
て
は
全
て
実
施
し
て
い
な
い
が
、

年
度
途
中
に
一
部
職
員
の
異
動
を
行
い
な
が

ら
、
人
員
確
保
、
業
務
平
準
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
。 総

務
課
長

答①
　
要
望
書
や
住
民
相
談
、
現
地
確
認
な
ど

　
で
把
握
し
、
緊
急
性
・
必
要
性
・
公
平
性

　
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
予
算
を
配
分

　
し
た
。 総

務
課
長

答

　
住
ま
い
が
分
か
れ
て
い
る
世
帯
に
は
配
慮

が
必
要
で
は
。

高
橋
七
重
議
員

再
問

　
若
者
は
、
今
の
築
40
年
以
上
の
住
宅
に
は

入
り
に
く
い
し
、
建
て
替
え
な
い
こ
と
が
大

前
提
だ
と
話
し
は
進
ま
な
い
。
村
は
低
廉
な

家
賃
で
住
宅
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
う
。

高
橋
七
重
議
員

再
問

◎
村
営
住
宅
の
管
理

　
政
策
空
き
家
が
26
戸
あ
る
が
、
老
朽
化
の

た
め
の
募
集
停
止
か
、
立
替
予
定
で
意
図
的

に
空
け
て
い
る
の
か
。

高
橋
七
重
議
員

問

　
主
に
施
設
の
経
年
劣
化
や
老
朽
化
に
伴
い
、

大
規
模
な
修
繕
費
用
と
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
、
入
居
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
し
て
、

公
募
を
停
止
し
て
い
る
。

産
業
建
設
課
長

答　
公
営
住
宅
の
整
備
は
村
の
第
６
次
総
合
計

画
に
お
い
て
、
老
朽
化
し
た
切
山
公
営
住
宅

の
除
却
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
に
代
わ
る
公
営

住
宅
の
新
設
及
び
既
存
住
宅
の
改
修
を
検
討

す
る
段
階
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
財
政
状
況

を
鑑
み
な
が
ら
対
応
す
べ
き
案
件
で
あ
る
。

産
業
建
設
課
長

答◎
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
後
の
状
況
は

　
令
和
８
年
３
月
定
例
会
で
職
員
の
休
暇
等

に
つ
い
て
条
例
改
正
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
育

児
休
暇
取
得
制
度
を
利
用
し
た
職
員
数
は
。

　
ま
た
周
り
の
職
員
の
意
識
に
変
化
は
あ
っ

た
か
。

高
橋
七
重
議
員

問

◎
道
路
整
備
・
財
政
調
整
基
金
・
将
来
の
公

共
施
設
更
新

①
　
村
民
要
望
を
ど
う
把
握
し
、
何
を
優
先

　
し
た
か
。

②
　
実
施
で
き
な
か
っ
た
要
望
は
何
か
。

③
　
村
民
生
活
に
関
わ
る
事
業
の
優
先
順
位

　
は
。

④
　
将
来
の
公
共
施
設
更
新
費
を
ど
う
考
慮

　
し
た
か
。

三
本
松
和
美
議
員

問

②
　
安
全
安
心
や
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を

　
重
視
し
、
必
要
性
や
事
業
効
果
な
ど
を
踏

　
ま
え
て
配
分
し
た
。

　
　
一
例
を
あ
げ
る
と
、
井
戸
掘
削
等
事
業

　
費
補
助
金
は
、
当
初
予
算
で
４
件
分
で
し

　
た
が
、
追
加
要
望
が
あ
り
補
正
予
算
を
追

　
加
し
、
最
終
的
に
は
16
件
分
の
補
助
金
を

　
交
付
し
た
。

　
　
道
路
整
備
は
、
過
疎
債
や
国
の
交
付
金

　
を
確
保
で
き
ず
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

③
　
安
全
安
心
や
生
活
へ
の
影
響
、
緊
急
性

　
・
必
要
性
・
事
業
効
果
な
ど
を
総
合
的
に

　
判
断
。
道
の
駅
は
定
住
人
口
の
増
加
な
ど

　
を
見
込
み
実
施
を
決
定
し
た
。

④
　
公
共
施
設
の
更
新
な
ど
将
来
負
担
を
見

　
込
み
基
金
を
確
保
し
て
い
る
が
、
将
来
費

　
用
の
全
額
を
賄
え
る
水
準
で
は
な
い
。

①
　
令
和
７
年
度
は
何
を
優
先
し
て
財
源
を

　
配
分
し
た
の
か
。

②
　
身
近
な
事
業
に
財
調
を
活
用
す
べ
き
で

　
は
な
い
か
。

③
　
大
型
事
業
や
施
設
更
新
を
踏
ま
え
、
今

　
後
ど
う
財
政
運
営
す
る
の
か
。

三
本
松
和
美
議
員

再
問

　
予
算
や
財
調
の
使
い
方
は
、
住
民
の
声
や

各
課
の
意
見
を
踏
ま
え
て
判
断
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
も
評
価
し
て
ほ
し
い
。

村
長

答

　
廃
止
後
は
、
広
報
ひ
ら
た
や
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
公
式
ラ
イ
ン
で
周
知
す
る
予
定
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
高

齢
者
は
、
全
戸
配
布
の
広
報
誌
で
確
認
い
た

だ
き
た
い
。

住
民
課
長

答

切山第二団地の政策空き家
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歳
入
面
は
自
主
財
源
で
あ
る
村
税
の
増
加

な
ど
、
対
前
年
度
比
９
％
増
の
49
億
４
千
６

９
５
万
１
千
円
を
確
保
し
た
。
歳
出
面
は
道

の
駅
移
転
再
整
備
基
本
計
画
策
定
業
務
の
他
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
食
料
品
価
格
が
高
騰
す

る
中
、
農
林
水
産
業
費
の
増
加
や
子
育
て
世

帯
支
援
事
業
、
ひ
ら
た
清
風
中
学
校
体
育
館

空
調
設
備
設
置
工
事
や
修
学
旅
行
費
用
の
助

成
な
ど
住
民
生
活
へ
寄
り
添
う
支
出
が
計
画

的
・
効
果
的
に
さ
れ
た
。

　
結
果
、
実
質
単
年
度
収
支
は
１
億
１
千
７

５
６
万
４
千
円
の
黒
字
を
確
保
。
ま
た
監
査

意
見
書
に
お
い
て
も
監
査
委
員
の
適
正
意
見

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
不
認
定
と
す
る
事
案
は
無
く
、
賛

遠
藤
正
彦
議
員

賛
成

　
防
災
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
単

な
る
通
過
点
と
し
て
道
の
駅
か
ら
目
的
地
と

し
て
選
ば
れ
る
大
規
模
な
道
の
駅
を
建
設
す

る
。
こ
れ
が
長
い
目
で
見
た
時
に
村
の
財
政

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
１
つ
に
な
り
か
ね

な
い
。
他
に
、
決
算
黒
字
額
の
半
分
を
財
政

調
整
基
金
に
積
み
増
し
し
た
と
し
て
、
残
り

の
金
額
で
も
っ
と
住
民
の
要
望
を
取
り
入
れ

た
事
業
の
執
行
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

疑
問
に
思
う
。
よ
っ
て
反
対
。

討
　
　
論

討
　
　
論

討
　
　
論

高
橋
七
重
議
員

反
対

成
。令

和
７
年
度
平
田
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

◎
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
補
助
金

（
世
代
交
代
・
初
期
投
資
）３
２
９
万
円
に
つ

い
て

　
こ
の
育
成
総
合
対
策
は
、
何
が
ど
う
変
わ

っ
た
の
か
。

高
橋
七
重
議
員

問
　

新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
の
変
更

点①　

「
世
代
交
代
」
へ
の
支
援
強
化
と
し
て
、

　

世
代
交
代
円
滑
化
タ
イ
プ
「
世
代
交
代
・

　

初
期
投
資
促
進
事
業
」
が
設
け
ら
れ
、
農

　

業
経
営
を
次
の
世
代
へ
円
滑
に
引
き
継
ぐ

　

た
め
の
取
組
み
を
支
援
し
た
補
助
事
業
。

②　

就
農
準
備
資
金
・
経
営
開
始
資
金
継
続

　

事
業
（
49
歳
以
下
を
対
象
に
研
修
期
間
や

　

経
営
開
始
後
の
早
期
の
経
営
確
立
を
支
援

　

す
る
制
度
）
の
両
資
金
が
令
和
８
年
度
か

　

ら
増
額
。

　
　

月
12
万
５
千
円
（
年
間
１
５
０
万
円
）

　

→
月
13
万
７
千
５
０
０
円
（
年
間
１
６
５

　

万
円
）

③　

経
営
発
展
支
援
事
業
の
位
置
付
け
が
明

　

確
に
な
っ
た
。
新
規
就
農
者
の
機
械
・
施

産
業
建
設
課
長

答

　

設
等
の
導
入
支
援
な
ど
親
元
就
農
も
含
め

　

て
支
援
さ
れ
、
就
農
後
の
経
営
発
展
を
後

　

押
し
す
る
。

　
　

Ｕ
タ
ー
ン
者
が
農
業
を
始
め
る
親
元
就

　

農
に
関
し
て
も
新
規
就
農
者
と
し
て
経
営

　

継
承
、
発
展
へ
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い

　

る
。

　
平
田
村
に
縁
が
な
い
方
が
移
住
し
農
業
を

始
め
よ
う
と
し
た
場
合
、
頼
り
に
な
る
の
は
、

充
実
し
た
制
度
と
、
人
の
サ
ポ
ー
ト
だ
と
思

う
。
よ
り
充
実
し
た
制
度
と
す
る
た
め
、
村

独
自
の
制
度
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

高
橋
七
重
議
員

再
問

〇
新
規
就
農
者
に
関
す
る
栽
培
等
の
支
援

須
賀
川
農
業
普
及
所
、
農
協
と
と
も
に
村
が

関
与
し
、
適
宜
巡
回
指
導
を
実
施
。

〇
村
独
自
の
支
援

国
の
就
農
準
備
資
金
、
経
営
開
始
資
金
年
間

１
６
５
万
円
補
助
に
村
が
50
万
円
追
加
補
助
。

産
業
建
設
課
長

答　
財
政
調
整
基
金
は
急
な
支
出
や
災
害
時
の

対
応
等
に
備
え
る
た
め
の
積
立
と
の
こ
と
だ

が
、
災
害
が
起
き
る
前
に
村
道
の
整
備
や
水

路
の
泥
上
げ
等
を
行
い
、
災
害
を
防
止
す
る

こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
将
来
の
た
め
の
積
立

も
必
要
だ
が
、
村
民
が
今
必
要
と
し
て
い
る

関
根
　
猛
議
員

問

　

財
政
調
整
基
金
は
、
年
度
間
の
財
源
調
整

に
加
え
、
災
害
対
応
や
急
な
税
収
減
へ
の
備

え
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
残
高
の
多
寡
は
、
単
年
度
の
金
額

だ
け
で
は
な
く
、
標
準
財
政
規
模
と
の
比
較

や
過
去
の
取
崩
実
績
、
今
後
想
定
さ
れ
る
財

政
需
要
を
踏
ま
え
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

総
務
課
長

答　
本
年
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基
金
に
１
億

２
千
４
０
０
万
円
積
立
す
る
と
な
る
と
、
今

年
度
末
残
高
が
13
億
６
千
８
０
０
万
円
に
な

る
。
こ
れ
は
例
年
の
歳
出
予
算
か
ら
み
る
と
、

約
28
％
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
積
み
立

て
が
必
要
な
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
村

民
が
必
要
と
す
る
事
業
に
配
分
す
る
よ
う
な

予
算
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

関
根
　
猛
議
員

意
見

事
業
に
支
出
す
る
こ
と
を
優
先
す
べ
き
と
思

う
。
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